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企業にとってのデジタルアーカイブとは

デジタルアーカイブは、一般企業での利用にも注目が集まっています。
貴重な資料をデジタル化し、新たな活用の基礎として管理するデジタルアーカイブ、
企業においてもさまざまな目的で活用されています。

① 社史や理念の浸透
② 知財やノウハウの共有
③ 業務の効率化
④ BCP対応 TOPPAN株式会社：企業にとってのデジタルアーカイブとは？

https://solution.toppan.co.jp/creative/contents/digitalarchive_column04.html

デジタルアーカイブをすることで売上・利益につながるの？
・インフルエンサーに商品宣伝してもらった方がいいんじゃない
・昔の記録よりも将来の経営戦略の方が大切

大切なことはわかるが今する必要はあるの？
・もう少し業績が向上してから検討しよう
・アーカイブよりも設備投資が優先だよ

① BCP対応
② 業務の効率化
③ 知財やノウハウの共有

  ④ 社史や理念の浸透
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企業におけるデジタルアーカイブは、
図書館・公文書館・博物館・美術館とは異なり、

ステークホルダーのためアーカイブ

結論

代表例
① BCP対応

→全員： 企業存続のためのデジタルアーカイブ

② 業務の効率化
→社員・顧客： 満足度向上のデジタルアーカイブ

③ 知財やノウハウの共有
→株主・社員： 収益向上等のデジタルアーカイブ

  ④ 社史や理念の浸透
→社員： 企業での位置確認のデジタルアーカイブ



3

電子化されたデータは、保存・複製を繰り返しても劣化することはありません。
情報の原資料の保全に役立ちます。

また、検索性に優れている点や、

インターネット上のどこからでも閲覧・保存ができるため、
紙文書などの物理的資料よりも効率的に管理可能です。

もし、災害に見舞われて原資料が破損・散逸する事態になっても、デジタル
アーカイブが構築されていれば、普段と変わらず業務を続けることができま
す。

単純なバックアップはデータの復旧が主目的ですが、アーカイブは普段から
網羅的な情報を体系化し活用することを意図して構築されているため、
より積極的な事業継続対策といえるでしょう。

①BCP（事業継続計画） ② 業務の効率化
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通帳等の副印鑑

2007年10月1日に郵政民営・分社化に伴い日本郵政公社は解散。
郵政三事業を含む全ての業務は日本郵政株式会社およびその下に発足する4つの事業会社（郵便局株式会社、郵便事業
株式会社（通称：日本郵便）、株式会社ゆうちょ銀行、株式会社かんぽ生命保険）へ移管・分割。
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通帳等の副印鑑

プレスリリース商品・サービス
2013年04月26日

総合口座通帳等の副印鑑の廃止について
株式会社ゆうちょ銀行（東京都千代田区、取締役兼代表執行役社長 井澤 𠮷幸）は、2013年6月3日（月）から、総合口座通帳等の副

印鑑（通帳表紙裏面に貼付しているお届け印）を廃止いたしますので、お知らせいたします。

副印鑑の廃止は、通帳をなくされたり、盗難にあわれた場合に、副印鑑によりお届け印が偽造されることを防ぐために行うものです。
通帳に副印鑑がなくても印鑑登録がお済みであれば、これまでどおり全国のゆうちょ銀行・郵便局の貯金窓口での払戻しが可能です。

詳しくは下記をご参照ください。

記
1 廃止日
2013年6月3日（月）

2 廃止の対象となる通帳の種類
・総合口座通帳
・通常貯蓄貯金通帳
・定額・定期貯金証書（通帳式のもの）
・国債等振替口座加入通帳

3 廃止に伴う窓口でのお取扱い
(1)通帳発行時のお取扱い

新規に口座を開設いただく際や印鑑登録がお済みの通帳を繰り越す際、新たに発行する通帳への副印鑑の貼付は行いません。
(2)現在お持ちの通帳のお取扱い

副印鑑が貼られている通帳をお持ちの場合、印鑑登録がお済みであることを確認した上で副印鑑をお取り外しいたします。

https://www.jp-bank.japanpost.jp/aboutus/press/2013/abt_prs_id000918.html

https://www.jp-bank.japanpost.jp/aboutus/press/2013/abt_prs_id000918.html
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銀行界における書面・押印・対面手続の見直しについて

https://www.fsa.go.jp/singi/shomen_oin/shiryou/20200819/01.pdf

https://www.fsa.go.jp/singi/shomen_oin/shiryou/20200819/01.pdf
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銀行界における書面・押印・対面手続の見直しについて

https://www.fsa.go.jp/singi/shomen_oin/shiryou/20200819/01.pdf

https://www.fsa.go.jp/singi/shomen_oin/shiryou/20200819/01.pdf
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デジタルアーカイブは、社内に散逸するさまざまな資料をデジタル情報に落とし込み、
データベースで整理・保管して活用できるようにする仕組みです。
いつでも・誰でも・どこからでもアクセスして情報共有できるため、社内の業務効率
化に役立ちます。

また、データとなった情報は長期にわたり保存・活用できるため、ノウハウを次世代
へ受け継いでいくことも容易です。

さらには、それまで属人的な暗黙知として継承が困難とされた
「熟練の技」や「経験」、「勘」なども、音声や映像など多様な形で記録に残し、
形式知化されたデータにすることで、蓄積・活用の拡大ができます。

アーカイブされたデジタルデータは、横断的な検索で効率よく情報収集することがで
きます。自力では探しきれないような関連情報も参照できるようになり、新たな企
画・開発を促す苗床としても期待されます。

③ 知財やノウハウの共有
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クラウド型名刺管理・共有サービス

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf
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クラウド型名刺管理・共有サービス

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf
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クラウド型名刺管理・共有サービス

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf
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クラウド型名刺管理・共有サービス

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2021FY/000206.pdf
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企業の歴史や経営理念、行動指針などの社内文化をアーカイブに残し、
世代を超えて共有することも可能です。
たとえば、創業時から現在までの写真や映像、歴代トップやゆかりの人の書
簡、社内報、商品開発記録、販促のポスターやチラシ、テレビ・ラジオのCM

など、創業から培ってきたさまざまな物事をデータ化し、活用することが
できます。

④ 社史や理念の浸透

企業ブランディング

高品質のデジタルデータになった情報は、加工を施した複製を作り、

さまざまな形態へアウトプットして二次活用することができます。
ひとつのコンテンツを共通のデザインにして、紙やその他の素材へ印刷して
制作物を展開したり、Webサイト、電子書籍、静止画、動画などのデジタル
コンテンツにしたりと、複数のメディアでアーカイブを体系的に活用するこ
とにより、企業ブランディングの強化につながります。
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稲盛和夫アーカイブ

https://www.kyocera.co.jp/inamori/archive/

https://www.kyocera.co.jp/inamori/archive/
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稲盛ライブラリー

https://www.kyocera.co.jp/inamori/library/

https://www.kyocera.co.jp/inamori/library/
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ごあいさつ

「稲盛ライブラリー」は、京セラグループが21世紀においてもさらに成長し続ける企業で
ありたいとの思いを込め、創業者 稲盛和夫の人生哲学、経営哲学である京セラフィロソ
フィを学び、継承することを目的に2013年に開設いたしました。

1959年に稲盛が徒手空拳で創業した京セラ株式会社が今日まで発展し続けてこられた
のは、全従業員が京セラフィロソフィを判断の基準に据え、行動規範として共有し、ひた
むきな努力を続けてきたからです。

当社は今後とも京セラフィロソフィを根幹に据えた企業経営を推進し、全従業員が京セ
ラフィロソフィを実践することで、将来にわたって成長し、社会の期待に応え続ける企業
でありたいと考えております。

この「稲盛ライブラリー」は、稲盛の人生哲学、経営哲学を中心に、技術者、経営者として
の足跡や様々な社会活動を展示し、稲盛の言葉や一筋に貫いてきた考え方に触れること
で、京セラフィロソフィの真髄を理解していただけるようにしました。

「稲盛ライブラリー」は京セラフィロソフィの継承を目的に開設するものですが、広く一般
の皆様にも公開させていただくことといたしました。この「稲盛ライブラリー」が、ご来館
の皆様にとりましても豊かな学びの場となりますことを心より祈念しております。
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パナソニック ホールディングス株式会社

https://holdings.panasonic/jp/corporate/about.html
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パナソニック ホールディングス株式会社

https://holdings.panasonic/jp/corporate/about/history/panasonic-museum.html

パナソニック（旧松下電器産業）における企業アーカイブの取り組みは、1961年から開始されま
した。1968年には50周年を記念した「松下幸之助歴史館」を設立。1976年には、社長直轄の
恒久的部門として社史室も設置され、創業者事業観の探究、創業者精神の周知、社史に関する
史料の保存管理などの取り組みが進められてきました。
2018年に、創業100周年を記念し「パナソニックミュージアム」が開館。
史料のデジタルアーカイブ化が進み、企画展やオンライン番組なども展開しています。

https://holdings.panasonic/jp/corporate/about/history/panasonic-museum.html
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https://www.holdings.toppan.com/ja/about-us/history.html

TOPPANホールディングス株式会社

https://www.holdings.toppan.com/ja/about-us/history.html
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企業にとってのデジタルアーカイブとは

デジタルアーカイブは、一般企業での利用にも注目が集まっています。
貴重な資料をデジタル化し、新たな活用の基礎として管理するデジタルアーカイブ、
企業においてもさまざまな目的で活用されています。

① 社史や理念の浸透
② 知財やノウハウの共有
③ 業務の効率化
④ BCP対応 TOPPAN株式会社：企業にとってのデジタルアーカイブとは？

https://solution.toppan.co.jp/creative/contents/digitalarchive_column04.html

デジタルアーカイブをすることで売上・利益につながるの？
・インフルエンサーに商品宣伝してもらった方がいいんじゃない
・昔の記録よりも将来の経営戦略の方が大切

大切なことはわかるが今する必要はあるの？
・もう少し業績が向上してから検討しよう
・アーカイブよりも設備投資が優先だよ

① BCP対応
② 業務の効率化
③ 知財やノウハウの共有

  ④ 社史や理念の浸透
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企業におけるデジタルアーカイブは、
図書館・公文書館・博物館・美術館とは異なり、

ステークホルダーのためアーカイブ

結論

代表例
① BCP対応

→全員： 企業存続のためのデジタルアーカイブ

② 業務の効率化
→社員・顧客： 満足度向上のデジタルアーカイブ

③ 知財やノウハウの共有
→株主・社員： 収益向上等のデジタルアーカイブ

  ④ 社史や理念の浸透
→社員： 企業での位置確認のデジタルアーカイブ



これより後は時間が余れば説明します



25https://solution.toppan.co.jp/creative/service/digitalarchive.html

https://solution.toppan.co.jp/creative/service/digitalarchive.html
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アーカイブの方針構築からデジタル化、
データベース構築、史資料編纂、映像制作、複製・復元、展示計画まで

全ての工程を総合プロデュース

歴史資料は単なる記録に留まらない、後世に伝承すべき貴重な情報資産です。
TOPPANは神社仏閣、企業や博物館、学校、自治体が持つ文化財、

貴重資料の利活用促進を図ることで顧客満足度、組織、企業価値向上を図ってまいります。
アーカイブの方針策定からデジタル化、データベース構築、史資料編纂、

映像制作、複製・復元、展示計画まで、全ての工程の総合プロデュースがワンストップで可能です。
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https://www.youtube.com/watch?v=fg5o5zEQgUo&list=PLxP-
Hd5WBOLDiGdnpRyTmmDiwlRivEg61&index=4

VR作品『洛中洛外図屛風 舟木本』

https://www.youtube.com/watch?v=fg5o5zEQgUo&list=PLxP-Hd5WBOLDiGdnpRyTmmDiwlRivEg61&index=4
https://www.youtube.com/watch?v=fg5o5zEQgUo&list=PLxP-Hd5WBOLDiGdnpRyTmmDiwlRivEg61&index=4


28https://www.holdings.toppan.com/ja/news/2023/10/newsrelease231030_1.html

科学的根拠に基づくお手本動作により指導ポイントを可視化

https://www.holdings.toppan.com/ja/news/2023/10/newsrelease231030_1.html
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https://www.printing-museum.org/
https://www.youtube.com/watch?v=YMQoPbUnW4s&list=PLxP-

Hd5WBOLDiGdnpRyTmmDiwlRivEg61&index=2

印刷博物館 デジタル文化財ミュージアム KOISHIKAWA XROSS®

https://www.printing-museum.org/
https://www.youtube.com/watch?v=YMQoPbUnW4s&list=PLxP-Hd5WBOLDiGdnpRyTmmDiwlRivEg61&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=YMQoPbUnW4s&list=PLxP-Hd5WBOLDiGdnpRyTmmDiwlRivEg61&index=2
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